






































































　Sigismond Thalberg (1812-71) is well known as a virtuoso pianist and composer in the 19th century, active in central Europe as well as 
in America. As a contemporary of Franz Liszt, he composed and published many opera paraphrases (such as opera-fantasies, -variations, 
-improvisations) and arrangements of certain scenes of operas. His brilliant success as a performer had made him extremely famous during 
his time, and people would have never imagined that he would be known as “forgotten virtuoso” in later years.
　This paper focuses on Thalberg’s opera-paraphrases and early editions of his days, chronologically reviewing the publications of these 
editions which amounts to 57 pieces, along with his activities as a traveling virtuoso. By examining his arrangements comprehensively, it 
becomes evident that his purpose of arrangement is not to compose the art work with great profundities and seriousness, but to “sing” with 
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デ リ ッ ク・ シ ョ パ ン（1810-49）、 ヨ ハ ン・ ペ ー
タ ー・ ピ ク シ ス（1788-1874）、 ア ン リ・ エ ル ツ














































































おける編曲の「最盛期 Hoch-Zeit」（Huschke 1993: 
96）で、リスト、ヨハン・ペーター・ピクシス（1788-






























作品番号 出版譜タイトル 初版年 出版地 出版社
1 ウェーバーのオペラ《オイリアンテ》の様々なモティーフによるメランジュ 1828 ウィーン ハスリンガー
3 ロッシーニの《コリントの包囲》のモティーフによる即興曲 1828 ウィーン アルタリア
5bis ロッシーニへのオマージュ：オペラ《ギヨーム・テル》のモティーフ 1830 ウィーン アルタリア
6 マイヤベーアのオペラ《悪魔のロベール》の幻想曲 1833 ウィーン アルタリア
9 ベッリーニの《異国の女》による幻想曲 1834 ウィーン ディアベッリ
10 ベッリーニのオペラ《カプレーティとモンテッキ》のモティーフによる大幻想曲と変奏曲 1834 ミラノ ルッカ
12 ベッリーニのオペラ《ノルマ》のモティーフによる大幻想曲と変奏曲 1834 ウィーンパリ
ハスリンガー
ファラン





20 マイヤベーアのオペラ《ユグノー教徒》のモティーフによる幻想曲 1836 ライプツィヒ B&H＊
33 ロッシーニの《モーゼとファラオ》による幻想曲 1839 パリ トルプナ
34 ベネディクトの《ジプシーの警告》からの主題に基づくディヴェルティスマン 1839 マインツ ショット
37 ウェーバーの《オベロン》に基づく幻想曲 1840 パリ トルプナ
40 ロッシーニのオペラ《湖上の美人》のモティーフによる幻想曲 1840 パリ シュレザンジェ
42 モーツァルトの《ドン・ジョヴァンニ》のセレナーデとメヌエットによる大幻想曲 1842 パリ トルプナ
43 マイヤベーアのオペラ《ユグノー教徒》による大幻想曲 第 2 番 1841
44 ドニゼッティの《ランメルモールのルチア》よりアンダンテ・フィナーレ、ピアノのための変奏 1842 パリ ラテ
46 ベッリーニの《夢遊病の女》に基づく大奇想曲 1842 パリ ロウナー
48 アレヴィのオペラ《シャルル 6 世》のモティーフによる大奇想曲 1843 パリ
49 ベッリーニのオペラ《テンダのベアトリーチェ》による大幻想曲 1843 ウィーン メケッティ
50 ドニゼッティの《ルクレツィア・ボルジア》による幻想曲 1844 パリ ラテ
51 ロッシーニの《セミラーミデ》による大幻想曲 1844 パリ シュレザンジェ
52 オベールのオペラ《ポルティチの唖娘》による幻想曲 1844
53 エロールの《ザンパ》による大幻想曲 1844 パリ メソニエ
57-1 デカメロン　1. ベッリーニのオペラ《清教徒》による幻想曲 1845 パリ トルプナ
57-2 　2. ウェーバーのオペラ《魔弾の射手》による幻想曲 1845 パリ トルプナ
57-3 　3. エロ－ルのオペラ《クロルクの草原》による幻想曲 1845 パリ トルプナ
57-4 　4. ベッリーニのオペラ《ノルマ》による幻想曲 1846 パリ トルプナ
57-6 　6. ロッシーニのオペラ《泥棒かささぎ》による幻想曲 1848 パリ トルプナ
57-7 　7.  ロッシーニのオペラ《チェネレントラ》による幻想曲 1849 パリ トルプナ
57-8 　8.  ドニゼッティのオペラ《アンナ・ボネーラ》による幻想曲 1850 パリ トルプナ
57-9 　9. マイヤベーアのオペラ《預言者》による奇想曲 1850 パリ トルプナ
63 ロッシーニの《セビリアの理髪師》に基づく大幻想曲 1845 パリ トルプナ
66 ドニゼッティの《愛の妙薬》の舟歌に基づく序奏と変奏曲 1850 ライプツィヒ B&H
67 ドニゼッティのオペラ《ドン・パスクワーレ》による大幻想曲 1850 ウィーンパリ
ディアベッリ
シャバル
68 ドニゼッティの《連隊の娘》による幻想曲 1852 マインツパリ
ショット
ショーネンベルジェ
70-1 ピアノによる歌の技法　第 1 巻　1. ベッリーニのオペラ《清教徒》の四重唱 1853 パリ ウジェル
70-5 　5. モーツァルトの《フィガロの結婚》より二重唱 1853 パリ ウジェル
70-6 　6. ロッシーニの《ゼルミーラ》より二重唱  ＊＊ 1853 パリ ウジェル
70-7 ピアノによる歌の技法　第 2 巻　7. メルカダンテのオペラ《誓い》よりアリア 1853 パリ ウジェル
70-8 　8.  マイヤーベーアのオペラ《エジプトの十字軍》の合唱〈恐ろしい静寂のなかで〉 1853 パリ ウジェル
70-11 　11. ウェーバーのオペラ《魔弾の射手》の二重唱 1853 パリ ウジェル
70-12 　12.  モーツァルトのオペラ《ドン・ジョヴァンニ》の〈その間に私の恋人を〉 1853 パリ ウジェル
70-13 ピアノによる歌の技法　第 3 巻　13.  ロッシーニのオペラ《セビリアの理髪師》のセレナーデ 1862 パリ ウジェル
70-14 　14.  モーツァルトのオペラ《魔笛》の〈愛の喜びは露と消え〉 1862 パリ ウジェル
70-15 　15. ドニゼッティのオペラ《カレーのジャンニ》の舟歌 1862 パリ ウジェル
70-16 　16.  モーツァルトのオペラ《ドン・ジョヴァンニ》の〈お手をどうぞ〉の三重唱と二重唱 1862 パリ ウジェル
70-17 　17. グレトリーのオペラ《嫉妬深い恋人》のセレナーデ 1862 パリ ウジェル
70-18 　18. ロッシーニのオペラ《オテッロ》の〈柳の歌〉 1862 パリ ウジェル
70-19 ピアノによる歌の技法　第 4 巻　19.  ベッリーニのオペラ《ノルマ》のカヴァティーナ〈清らかな女神よ〉 1863 パリ ウジェル
70-20 　20.  モーツァルトのオペラ《ドン・ジョヴァンニ》のアリア〈恋はどんなものかしら〉 1863 パリ ウジェル
70-21 　21. ウェーバーのオペラ《オイリアンテ》の四重唱 1863 パリ ウジェル
71 [ タールベルクの ]4 幕のオペラ《フロリンダ》、6 つのトランスクリプション 1854 ライプツィヒ B&H
77 ヴェルディのオペラ《トロヴァトーレ》による演奏会用大幻想曲 1862 パリ エスキュディエ
78 ヴェルディのオペラ《椿姫》による大幻想曲 1862 パリ エスキュディエ
81 ヴェルディの《仮面舞踏会》の思い出 1864 マインツ ショット
82 ヴェルディの《リゴレット》の思い出 1864 パリ エスキュディエ
83 スポンティーニのオペラ《フェルナンド・コルテス》のアマジリーのアリア ＊＊＊ 1863
* B&H ＝ Breitkopf und Härtel ブライトコプフ ウント ヘルテル（以下、本稿ではすべて B&H と記載する）。
**《ピアノによる歌の技法》第 1 巻所収、op.75-5 の作品番号表のタイトルは《モーツァルトの〈レクイエム〉よりラクリモーサと〈フィガロの結婚〉
より二重唱》だが、実際の出版譜は《レクイエム》と《フィガロの結婚》それぞれの個別譜である。オペラ編曲を対象とする本表では、《フィガロ》の
編曲のみを掲載する。





















































モーツァルト 14 42 70-5 70-12 70-14 70-16 70-20 7
スポンティーニ 83 1
オベール 52 1
ウェーバー 1 37 59-2 70-11 70-21 5
エロール 53 57-3 2
マイヤベーア 6 20 43 57-9 70-8 5
ロッシーニ 3 5 33 40 51 57-6 57-7 63 70-6 70-13 70-18 11
メルカダンテ 70-7 1
ドニゼッティ 44 50 57-8 66 67 68 70-15 7
アレヴィ 48 1
ベッリーニ 9 10 12 46 49 57-1 57-4 70-1 70-19 9
ベネディクト 34 1
タールベルク 71 1

















































































































































《ランメルモールのルチア》（1835） 1842 1840, 41 1840：追想、'41：行進曲とカヴァティーナ
ベッリーニ
《清教徒》（1835） 1845, 53 1837, 41 1837：追想、'41：序奏とポロネーズ
マイヤベーア





































































































































































































































Thalberg as Opera Transcriber
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【表7】タールベルクの編曲譜出版と原曲オペラの初演年比較
作品番号 原曲＝編曲の素材 原曲の初演年・場所 編曲譜の初版年
初演から出版 
までの年数 原曲の言語
1 ウェーバーの《オイリアンテ》 1823・ウィーン 1828 5 独
3 ロッシーニ《コリントの包囲》 1826・パリ 1828 2 仏
5bis ロッシーニ《ギヨーム・テル》 1829・パリ 1830 1 仏
6 マイヤベーア《悪魔のロベール》 1831・パリ 1833 2 仏
9 ベッリーニ《異国の女》 1829・ミラノ 1834 5 伊
10 ベッリーニ《カプレーティとモンテッキ》 1830・ヴェネツィア 1834 4 伊
12 ベッリーニ《ノルマ》 1831・ミラノ 1834 3 伊
14 モーツァルト《ドン・ジョヴァンニ》 1787・プラハ 1835 48 伊
20 マイヤベーア《ユグノー教徒》 1836・パリ 1836 0 仏
33 ロッシーニ《モーゼとファラオ》 1827・パリ 1839 12 仏
34 ベネディクト《ジプシーの警告》 1838・ロンドン 1839 1 英
37 ウェーバー《オベロン》 1826・ロンドン 1840 14 英
40 ロッシーニ《湖上の美人》 1819・ナポリ 1840 21 伊
42 モーツァルト《ドン・ジョヴァンニ》 1787・プラハ 1841 54 伊
43 マイヤベーア《ユグノー教徒》 1836・パリ 1841 5 仏
44 ドニゼッティ《ランメルモールのルチア》 1835・ナポリ 1842 7 伊
46 ベッリーニ《夢遊病の女》 1831・ミラノ 1842 11 伊
48 アレヴィ《シャルル 6 世》 1843・パリ 1843 0 仏
49 ベッリーニ《テンダのベアトリーチェ》 1833・ヴェネツィア 1843 10 伊
50 ドニゼッティ《ルクレツィア・ボルジア》 1833・ミラノ 1844 11 伊
51 ロッシーニ《セミラーミデ》 1823・ヴェネツィア 1844 21 伊
52 オベール《ポルティチの唖娘》 1828・パリ 1844 16 仏
53 エロール《ザンパ》 1831・パリ 1844 13 仏
57-1 ベッリーニ《清教徒》 1835・パリ 1845 10 伊
57-2 ウェーバー《魔弾の射手》 1821・ベルリン 1845 24 独
57-3 エロ－ル《クロルクの草原》 1832・パリ 1845 13 仏
57-4 ベッリーニ《ノルマ》 1831・ミラノ 1846 15 伊
57-6 ロッシーニ《泥棒かささぎ》 1817・ミラノ 1848 31 伊
57-7 ロッシーニ《チェネレントラ》 1817・ローマ 1849 32 伊
57-8 ドニゼッティ《アンナ・ボネーラ》 1830・ミラノ 1850 2 伊
57-9 マイヤベーア《預言者》 1849・パリ 1850 1 仏
63 ロッシーニ《セビリアの理髪師》 1816・ローマ 1845 29 伊
66 ドニゼッティ《愛の妙薬》 1832・ミラノ 1850 18 伊
67 ドニゼッティ《ドン・パスクワーレ》 1843・パリ 1850 7 伊
68 ドニゼッティ《連隊の娘》 1840・パリ 1852 8 伊
70-1 ベッリーニ《清教徒》 1835・パリ 1853 18 伊
70-5 モーツァルト《フィガロの結婚》 1786・ウィーン 1853 67 伊
70-6 ロッシーニ《ゼルミーラ》 1822・ナポリ 1853 31 伊
70-7 メルカダンテ《誓い》 1837・ミラノ 1853 16 伊
70-8 マイヤベーア《エジプトの十字軍》 1824・ヴェネツィア 1853 29 伊
70-11 ウェーバー《魔弾の射手》 1821・ベルリン 1853 32 独
70-12 モーツァルト《ドン・ジョヴァンニ》 1787・プラハ 1853 66 伊
70-13 ロッシーニ《セビリアの理髪師》 1816・ローマ 1862 46 伊
70-14 モーツァルト《魔笛》 1791・ウィーン 1862 71 独
70-15 ドニゼッティのカレーのジャンニ》 1828・ナポリ 1862 34 伊
70-16 モーツァルト《ドン・ジョヴァンニ》 1787・プラハ 1862 75 伊
70-17 グレトリー《嫉妬深い恋人》 1778・ヴェルサイユ 1862 84 仏
70-18 ロッシーニ《オテッロ》 1816・ナポリ 1862 46 伊
70-19 ベッリーニ《ノルマ》 1831・ミラノ 1863 32 伊
70-20 モーツァルト《ドン・ジョヴァンニ》 1787・プラハ 1863 76 伊
70-21 ウェーバー《オイリアンテ》 1823・ウィーン 1863 40 独
71 タールベルク《フロリンダ》 1851・ロンドン 1854 3 伊
77 ヴェルディ《トロヴァトーレ》 1853・ローマ 1862 9 伊
78 ヴェルディ《椿姫》 1853・ヴェネツィア 1862 9 伊
81 ヴェルディ《仮面舞踏会》 1859・ローマ 1864 5 伊
82 ヴェルディ《リゴレット》 1851・ヴェネツィア 1864 13 伊






















































































































フランス国立図書館に所蔵されている（Florinda, opera seria in 
Thalberg as Opera Transcriber
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quattro atti, poema del Signor Scribe, poesia italiana del Signor 





同地で大きな影響力を持っていた音楽雑誌Dwight's Journal of Music
（1852-81刊行）を買収した。
12) Dwight Journal of Music 10 (17 January 1857): 125-126（Lott 
2003:127より）。
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